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   回折格 子特 に復 爲反射 回折格 子 に就 い て

           理學士 今 堂 健 雄

 今 日分光學上 スペク トルを作 るにプリズム或は回折格子(Diffraction grating)カs用

ひ られてゐる。 プリズムはそのプリズムを形作つてゐる物質を通 る光の屈折率が波長

にホり異る理 を利用 したので、その使用の目的により硝子、水晶、螢石、岩盤等にて

作つたものを用ひ る。回折格子(通 常回折格子ε言へば磨いた面の上に多敷の李行線

を刻 んだ所謂線條回折格 子を指す)は 光を一種の波動ε考へた場合 に起 る光の回折現

象を理用した ものである。

 第一圖に於てGG'を 回折格子の線條に垂直な縦断面 εし是に封 し、 絡子面に垂

直な投射光線iA・iB・ic・iD等 を考へ る。        第_岡

然 るεきは この回折 絡 子を透 過 して 幾 何 光        ・
                           る

學 的 に 進 む 光 線Bt, Ct, Dt等 の 外 に 、 他 の     ""一"""一'"一'"一""ny"

方向 に波 及 す 、光wa.A・,・d,・d,.D・ 等 の 

所謂回折光線がある。丁度それ等は各の格

子間隙が濁立した同位相の光源を考へた揚
                    
合に波及す る光線である。 是等の光線を レ  

ンズにて集 めるεきは 直進光線につ いては

諜徽鷺撫撒蝦 
る。今Aよ りCd上 に垂線AEを 下せばCE

はAd, Cdな る雨光線の位相の 差を示 し、    N'"'''"一'一一N"一一"ny'''"
                           君

從つて若 し回折の角を θεすれば

               CE=AD sinθ

にて、若 しこのCEが 該軍色光の波長の牛ばなるか若 しくはその奇藪倍なるεきは

AdεCdε はその山谷が相滑殺 し、結局その方向には該波長の光は進 まない。是に
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           回折格子特に復爲反射回折格子に就いて

           『 反しAEが波長に等しきか若しくは其の偶辮 なるε
            解 きは是等の光線を集めて一輝貼を生ずる。絡子面に投
            聖

         .    射 ケる光束が輩色光線でなく白色光線なるεきは各の

             波長の光線が輝鮎を與へる方向dは 波長に從つて攣化

        。     するから、各色の輝鮎は波長の順に配列 される。かく
       ㌔  ・◎

          解  して一列のスペク トルを與へる。 この際位相差が丁度

             該波長に等 しき εきそのスペク トルは中央の白色輝鮎

      、 。 壷   を中心 εして是に最 も近 く左右に現 はれ る。是を第一
      ト

       d'     次のスペク トル ε稽 し、位相差が二波長、三波等 εな

       ℃  邪   る方向に隣つてそれ等の方向に第二次、第三次等 のス

         暴 ぺ。,,。酢 る。
      §

       n      回折格Fに よるスペ クトルの分散度は二次、三次 ε

             次 を暦すに從つて 第一次の ものの 二倍、 三倍εなる

匝 .X・ (第二圖1)澗 には欲 のスペクPレ 鞭 宜扮 けて

      し 脚    示したが實際は是等が重り合つて幾何光學的に進む光
ll

傘 ㍗  線の方向に凱 その酬 醐 稔的に現はれる・畑 々
             のスペクトルの各部分の分散はスペク トルを通 じて一

       ¥     様であり、所謂正規分散をなす。即個 々のスペクトル
       遜      

、      内にて赤の鑛がりも紫の鑛が りも一様である(第 二圖

             1)。 是に反しプリズムの揚合にはその分散、スペ ク ト

   秘  .
   鞘  。      ルを通じて一檬でなく長波長即赤の側にて縮まり、短

、 ミ 嗣 1蔽 自ロ紫の側にて脚 る(第 二圖 ・1)・
   ソ     お

   ぼ ・     塁  回折格子にて出來 るスペク トルはその性質上数次の   Pt       i転'

   畢.。 嵯  スペハ ・・が動 合ふ。 この重 り合ふ こミは或揚合例
   争       畑

   餅 ;"一 ば一つの・ぺ… 帳 波長から短波長まで購 ・

   毒     く   観察 する如き場合には他の次のものが同時に入り込ん

  ・ エ ピ で來て鞭 であ、が、瀬 砒 較し齪 す、等暢 合
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には返つて都合がよいのであ る。生ずるスペクトルの光の強 さを比較 すれば・回折絡

子の場合にはその スペ クトルは回折光線から出來てゐるか らプ リズムの場合に比 して

               遙かに弱いo      A

=二===コ かくプリズム及び彫 柵 よ各畷 噸 鮪 する
               けれ盲も分光學上何れも必要訣 くべからざるもので

=÷ ⇒bあ 無回折 は凹面のもの,_囑
            α   `

      C  bる が甑 のもの鵬 別暢 合闘 ひるのみで髄 は

「=i亡 ご 亡 当 轍 伽 みであ・・不面回折柵 ・鰍 は金

  第三圖a,原 の回折格子   属の磨いた卒面 ヒに金剛石の尖端 にて顯微鏡的の細

     b:コ ロヂオン膜   い線を李行に多敷刻んだ ものである。普通用ひられ

る回折格子は一吋につき10000,15COO或 は20000本 を刻んだ ものである。かかる格

子の線條を正確 に刻むこεは極めて困難なこミで、その機械 も精巧 なものでなければ

ならぬ。從つてこの種回折格子は高贋なもので專                              A

門家の研究以外 には鯨 り用ひられない。
                        b

 今 日にては種 々の方法にて この回折格fを 後製

誤 二灘 霞 謡 二1器鷲1塁 ↑ ↑a.
ある。第三圖Aを 金屡或は硝子の李面回折絡子の       B

購 面εすれば是に禰 コロヂオンを西鞭 ミ[=====L
,

ルに溶しナこも囎 く繍 蹴 分乾かし(B)次[ニ コ コ

にこの薄膜を剥ぎεつて他の硝子板第三圖上に貼            α
                                    o

りつける(C)の で、出來 上つナこものは透過回折格      C
                                     b

子であ・・其の働 法も恥 凡て鍬 て透 〔 三=ゴ

過回折絡子を作るものである。然 し實際 には透過                        第四岡
a:原 の 團 折 絡 子 重

回折格子よりも反射回折絡子の方が重要である。     b:ク ロム酸ゼラチンの膜

 當化學研究所堀場研究室にて複製 してゐる方法はコロタイプ印刷に用ひ る重 クロム
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           圓折絡子特に復篇反射回折格子に就いて

酸 ゼラチンの感光膜 を}llひて寓眞0)焼 付式に複製 して、更にこの上に銀鏡を施 して反

射回折格rを 作るものである。重クロム酸ゼランチの薄膜を布いた感光板を第四圖A

                 罎・  蜘 欄 子に刻んだ回撫 子

膨≒量灘灘ll
                 難

    T     蕪152・ ニト27局 溝購 ごの閥卿 な部分の
                 餓灘 49・t)8   .

轄 。_.。. 熱 欝∵!麓鷺 鵬禦 灘
     齪 射[1翫筆    に曝鋼 ・1就坂を湯に槻
                   ・    像 すれば、重クロム酸ゼラチ

                          ンの光に曝 された部分は水に

      3      一         溶けないが1曝されない部分は
       ＼' -xu       D
               コノ

     舗 羅盤 麺 、3講 幽 蒲 ∵糠
         、。。'懲 、  気 。 る・こ胱 曝 され樋 クロ    「

＼ 麟 轍 訟Nl「wwva$ieq.,  ・酸ゼ・チ… 膜は質・・硬い
     なキ

  戴 「い 灘 "㍉    も・)でこの上によく銀鏡魏

  糠騨        すこミか瞭 る・かくしてこ
                         の回折格子は銀の磨いた面に

   欄 漏 ∵ 娼:劉 留重梶  格子骸轍 も… 購 ・銀

      F・謄 照鵬E瀧     面の反射による反痂 蜥 格子

     (この分光装置は現在島津製作所にて製造並に販責をしてゐる)  。な、。 この拙 、よつて41、

つた反射回折格子は元0)も のに比 してその分解能は差 して劣 らず、そのスペクbル の

光の強 さに至つては銀面の反射によるものであるか ら遙に強いものが得 られる。
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          今堂、回折格子特に復篇反射回折格子に就いて

 かかる回折格子を分光の目的に使用するには普通のプリズム分光装置をその儘利用

される。但 しこの揚合の分光装置はプリズム毫或は望遠鏡が中心軸の周 りに回韓 し得

るものでなければな らぬ。 コリメーターε望遠鏡(或 は爲眞装置)ε の間にあるプリ

ズムの代 りに回折格子を装置する(第五圖)。第六圖はこの反射回折格子にて撮影しナこ

鐵孤光のスベク トルの爲眞である。著者はこの反射回折格子用の爲に第七圖の様な簡

軍な分光装置を試みに作つて見 た。それによれば極 く手輕に登光スペク トル吸牧スペ

ク トルを観測 し得、同時 に波長を讃みεり得 る特徴を持つてゐる。例へば太陽の黒線

帥フランプオー フエル線を観測 しその波長を讃む こミが出來 る。
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